
（令 6志文）  模擬講義レポート

（問題部分 1～５ページ） 

注意事項 

(1) 使用できるもの：黒鉛筆・シャープペンシル・プラスチック製の消しゴム・小型鉛筆

削り、時計等「受験者心得」で指示したもの、模擬講義資料。 

(2) 受験番号欄は各答案用紙の解答欄と評点欄の２か所、氏名欄は解答欄に１か所ありま

す。受験番号は５けたの数字を枠内に１字ずつ明確に記入してください。 

(3) 受験番号および氏名を指示されたところ以外に記入した場合や受験番号の数字が判

別できない場合、採点の対象になりません。 

(4) 解答は、黒鉛筆またはシャープペンシルで答案用紙の所定の枠内に明確に記入してく

ださい。 

(5) 答案用紙の裏面には何も記入してはいけません。

(6) 答案用紙に指示された以外のことを記入しても採点の対象になりません。

(7) 日本語で字数指定のある解答については、句読点も１字に数えます。２けた以上の算

用数字は，答案用紙の１マスに２けたの数字を記入し、１字に数えます。なお，アルフ

ァベットは算用数字に準じます。  ５ 

例： 「 青 か っ た 。 」 ７字    / 20 20 ２字 / 

bo ok ２字

HP掲載版



１．講義の解説で示された内容及び模擬講義資料を参考に、下の問１～問４に答えなさい。 

(配点率 8%)

問１ 国連が提唱している「SDGs」 (持続可能な開発目標)を短縮せずに英語で書きなさい。

ただし、各英単語の最初の文字は大文字で表記すること。 

問２  社会保障に関して、高齢者と高齢者を支える現役世代の人口が１対１に近づいた社会を 

「〇〇社会」というが、その「〇〇」に入るべき語句を、漢字２文字で答えなさい。    

問３ 世界の新興勢力の国を示す、「B R I C S」の「B」が示す国はどこか。カタカナで答えな

さい。  

問４ 「生成 AI」の別名を英語で表現した時の「―AI」の「―」に入る英単語 1 語を書きなさ

い。 

２．SDGs の達成状況に関して、講義の内容と以下の【資料 1】~【資料３】に基づいて、問１、問２に

答えなさい。    (配点率 20%) 

【資料１】「日本の SDGs の達成状況」 
国際的な研究組織「持続可能な開発ソリューション・ネットワーク」の「持続可能な開発報告書」

の 2022 年版によると、日本の SDGs 達成度は 163 カ国中 19 位で、2021 年の 18 位（165 カ国中）

から 1 ランク下がった。報告書では目標ごとに「達成済み」「課題が残る」「重要な課題がある」「深

刻な課題がある」の 4 段階で評価している。その中で、「深刻な課題がある」とされたのは、「目標

12」を含む 6 つであった。「目標 12」が「深刻な課題がある」と評価された要素は、次の指標に示さ

れている。

「目標 12」の達成状況の評価の要素である各項目についても、丸印の色で、「緑：達成済み」「黄色：

課題が残る」「オレンジ：重要な課題がある」「赤：深刻な課題がある」と評価が示されている。
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著作権保護の観点から、資料は掲載していません。



【資料２】「世界平均の SDGs 達成度の推移」 

（資料１，２とも出典：朝日新聞 HP「SDGs Action」） 
（出典：資料１・２とも 朝日新聞 HP 「SDGs Action」一部改変） 

【資料３】「持続可能な開発目標」 

（出所：国際連合広報センターHP） 
問１ 【資料１】の日本の SDGs 達成状況で「目標 12」は、具体的にどのような目標で、どのような要

素に「深刻な課題がある」ために、目標全体として「深刻な課題がある」と評価されたのかを日本

語で、175 字以内で説明しなさい。 

問２ 【資料２】の「世界平均の SDGs 達成度の推移」のグラフで、2019 年から 2021 年にかけて達成

度が停滞している。また、最新の「持続可能な開発報告書」2023 年度版によると、2022 年も同様

に達成度が停滞している。その理由を、2019 年から 2022 年に起きた世界的な出来事を 2 つ挙げ

て、どのような出来事が、1～17 のどの目標の達成にどのような影響を与えたのかを 250 字以内

で答えなさい。  

縦軸：世界平均の

SDGs 達成度（％） 
横軸：年
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著作権保護の観点から、資料は掲載していません。

著作権保護の観点から、資料は掲載していません。



３． 日本の人口の推移について、講義のスライド No.13「2-1-1 日本の人口推移」に関するグラフ及び

【資料４】に基づいて、以下の問１～問３に答えなさい。   (配点率 24％)

【資料４】

（出所：財務省 HP「日本の財政を考える」）

問１ 講義スライド No.13 の「2-1-1 日本の人口推移」のグラフからから読み取れることを、

⑴人口の数の今後の変化 ⑵人口の年齢構成の今後の変化 の観点からそれぞれ答えなさい。

問２ 問１で読み取った人口に関する変化は、日本の経済の成長に悪影響を与えると考えられる。 

経済活動における「生産面」と「消費面」の両面について、人口に関する今後の変化が、具体的に

どのような影響を及ぼすか、150 字以内で説明しなさい。

問３ 問１で読み取った人口に関する変化は、社会保障に関しても大きな影響を及ぼすと考えられる。 

【資料４】を参考に、人口に関する今後の変化が、社会保障に関する影響を 150 字以内で説明しな

さい。

- 3　-

著作権保護の観点から、資料は掲載していません。



４．次の英文は、「世界環境デー」に寄せられたメッセージの一部である。この英文を読んで、下の

問１〜４に答えなさい。 (配点率 28%)

This World Environment Day is a call to beat plastic pollution. 
Every year, over 400 million tons of plastic is produced worldwide – one third of which is used just 
once. 
Every day, the equivalent of over 2000 garbage trucks full of plastic is dumped into our oceans, rivers, 
and lakes. 
①The consequences are catastrophic. 
Microplastics find their way into the food we eat, the water we drink, and the air we breathe. 
②Plastic is made from fossil fuels – the more plastic we produce, the more fossil fuel we burn, and the 
worse we make the climate crisis. 
But we have solutions. 
Last year, the global community began negotiating a legally binding agreement to end plastic 
pollution. 
③This is a promising first step, but we need all hands₋on deck. 
A new report by the UN Environment Programme shows that we can reduce plastic pollution by 80 
per cent by 2040 – if we act now to reuse, recycle, reorient, and diversify away from plastics. 
④We must work as one – governments, companies, and consumers alike – to break our addiction to 
plastics, champion zero waste, and build a truly circular economy. 

問１ 下線部①を、「The consequences」の具体的な内容を示した上で、日本語に直しなさい。 
問２ 下線部②を日本語に直しなさい。

問３ 下線部③を日本語に直しなさい。

問４ 下線部④を日本語に直しなさい。文中の「champion」の意味について、参考のために例文を示し

ておく。

例文  We champion gender equality. 
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著作権保護の観点から、英文は掲載していません。



５．講義の第２章の未来予測、第３章の課題解決に向けた取り組み、及び下の【資料５】のグラフを参

考に下の問１、問２に答えなさい。      (配点率 20%)

【資料５】 世界の森林面積の減少について 

Global Forest Resources Assessment 2020 によると、世界の森林面積は 1990 年に約 42.4 億ヘク

タールだったものが、2020 年には約 40.6 億ヘクタールまで減少しています。

その減少分約 1.8 億ヘクタールは日本の総面積の約 5 倍と同じ面積になります。

2010 年代は 1990 年代よりも森林減少速度は落ちています。しかし、2010 年代でも依然として広

大な面積の森林が失われています。

森林減少速度は 1990～2020 年にかけて約 592 万ヘクタール/年になり、1 分間に東京ドーム約 2.4
個分の森林が失われています。

（出典：「Funalysis」H P） 

問１ 【資料５】のグラフから予測できる事象は、講義の第２章で説明された未来予測のどのような事

象に影響を与えると考えられるか。具体的に 100 字以内で説明しなさい。 

問２ 問１で答えた影響を受ける未来に予測される事象（課題）の解決に貢献できると考えられる取り

組みを、講義の第３章の「企業・団体の取り組み」の事例から 1 つ選んで、その取り組みが課題

解決に向けて、どのように貢献できるかを具体的に、150 字以内で説明しなさい。 

 ― 問 題 は 以 上 で す － 

- 5　-

著作権保護の観点から、資料は掲載していません。
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